
一

「
不
如
掃
」
が
連
載
さ
れ
た
「
国
民
新
聞
」
は
明
治
二
十
三
(
-
八
九
〇
）

年
二
月
一

H
に
創
刊
さ
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
徳
冨
蓋
花
の
兄
徳
窟
蘇
峰

の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
じ
民
友
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
め
ざ
ま
し
い
成
功

を
収
め
た
総
合
雑
誌
「
国
民
之
友
」
（
明
治
二
〇
〔
一
八
八
七
〕
年
二
月
＼
三
一

〔
一
八
九
八
〕
年
八
月
）
の
勢
い
を
駆
っ
て
、
「
新
聞
其
物
を
し
て
社
会
の
生
活

と
一
致
合
体
せ
し
む
る
」
と
い
う
よ
り
リ
ア
ル
な
社
会
と
の
結
ぴ
つ
き
を
求
め

て
発
刊
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
の
ち
の
蘇
峰
の
回
想
に
よ
る
と
、
「
初
号
発
刊
の

際
に
於
け
る
、
予
の
心
持
ち
は
、
「
国
民
新
聞
」
を
し
て
、
政
治
、
文
学
、
宗

あ

ら

ゆ

教
、
技
芸
、
其
他
精
神
的
に
も
、
物
質
的
に
も
、
国
民
の
凡
有
る
生
活
に
関
心

を
持
ち
、
そ
の
生
活
に
必
須
の
機
関
た
ら
し
む
る
に
あ
っ
た
」
（
「
蘇
峰
自
伝
』

中
央
公
論
社
、
一
九
三
五
年
九
月
）
と
い
う
。
「
平
民
主
義
」
に
基
づ
く
、
新

た
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
国
民
」
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
創
設
と
い
う
「
国
民
之

友
」
の
理
念
が
引
き
継
が
れ
て
い
た
。
創
刊
当
初
の
発
行
部
数
は
七

0
0
0部

と
好
調
な
滑
り
出
し
だ
っ
た
と
い
え
る
。

中
心
と
な
っ
た
理
念
は
、
「
田
舎
紳
士
」
に
代
表
さ
れ
る
「
自
活
自
立
」
の

「
此
工
商
の
人
民
」
か
ら
な
る
「
中
等
民
族
」
こ
そ
時
代
の
担
い
手
で
あ
り
、

危
機
の
時
代
に
読
む

『
不
如
帰
』

（
）
）
 

「
形
成
さ
れ
る
べ
き
「
国
民
」
の
中
核
」
（
有
山
輝
雄
）
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

基
づ
く
「
平
民
主
義
」
で
、
藩
閥
体
制
の
上
か
ら
抑
え
つ
け
る
開
化
政
策
に
対

抗
す
る
「
平
民
」
の
側
の
原
動
力
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
リ

ベ
ラ
ル
な
民
権
論
は
、
旧
冊
代
に
対
抗
す
る
新
世
代
の
知
識
階
層
に
受
け
入
れ

ら
れ
、
明
治
二
十
年
代
は
「
蘇
蜂
の
時
代
」
と
さ
れ
る
ほ
ど
、
言
論
界
に
広
汎

な
影
靱
力
を
持
つ
に
到
っ
た
。
そ
れ
は
、
若
き

H
の
二
業
亭
四
迷
が
蘇
峰
に

送
っ
た
熱
烈
な
曹
状
に
も
表
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
論
調
は
の
ち
に
大
き
く
変
貌
す
る
。
そ
れ
は
、
日
消
戦
争
後

か
ら
と
も
、

H
消
戦
前
か
ら
と
も
さ
れ
る
。
米
原
謙
に
よ
れ
ば
、
蘇
峰
の
二
元

論
的
な
政
治
観
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
に
依
拠
す
る
歴
史
観
が
凝
縮
さ

れ
て
い
た
最
初
の
著
書
「
将
来
之
日
本
」
（
明
治
一
九
〔
一
八
八
六
〕
年
）
の
な

か
に
そ
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
蘇
峰
が
構
想
す
る
嘉
将
来
の
日
本
ク

は
「
股
工
商
の
政
治
的
成
長
に
よ
っ
て
出
現
す
る
「
中
等
民
族
」
が
、
士
族
に

代
わ
る
政
治
的
担
い
手
」
と
な
り
、
自
由
党
と
改
進
党
の
「
進
歩
党
連
合
」
に

よ
る
平
和
的
で
平
民
主
義
的
な
政
治
体
制
が
夢
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
「
中
等
民
族
」
に
よ
る
「
国
民
国
家
構
想
」
は
、
地
価
修
正
案
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
的
、
政
治
的
な
利
害
が
交
錯
す
る
な
か
で
行
き
づ

高

橋

修
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ま
っ
た
。
そ
の
時
、
蘇
峰
の
目
に
見
え
て
き
た
の
が
、
「
帝
国
主
義
」
と
い
う

新
た
な
「
世
界
の
大
勢
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
米
原
謙
「
初
期
蘇
峰
と
「
平

民
主
義
」
の
挫
折
ー
ー
再
編
成
さ
れ
る
模
本
会
社
法
か
ら
の
示
唆
」
「
立
命
館

法
学
」
二

0
0
六
年
六
月
、
二
七
四
号
）
。
論
調
は
、
鹿
村
と
都
市
の
商
工
階

層
の
連
合
に
よ
る
「
生
産
主
義
」
か
ら
「
力
」
に
よ
る
国
権
論
的
な
「
膨
張
主

義
」
の
方
ヘ
一
気
に
傾
い
て
い
っ
た
。
政
治
状
況
の
急
激
な
変
化
に
蘇
峰
の
国

民
国
家
構
想
が
自
壊
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
り
わ
け
蘇
峰
の
思
想
的
変
貌
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
日
消
戦
争
後
の
日
本

を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
鮮
を
自
国
存
立
の
た
め

の
利
益
線
と
す
る
日
本
は
、
条
約
改
正
問
題
な
ど
の
国
内
的
な
事
情
に
押
さ
れ

る
よ
う
に
、
朝
鮮
に
対
す
る
宗
主
権
の
維
持
を
図
る
消
国
の
排
除
を
目
的
と
し

て
朝
鮮
に
出
兵
す
る
。
そ
の
目
的
を
達
し
た
あ
と
も
攻
勢
を
続
け
、
朝
鮮
の
独

立
維
持
を
理
由
に
消
国
内
に
派
兵
し
、
外
戦
の
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
同

国
か
ら
勝
利
を
収
め
た
。
こ
の
結
果
、
一
方
的
な
講
和
条
約
に
よ
っ
て
、
遼
東

テ
ー
ル

半
島
、
台
湾
、
彰
湖
諸
島
の
割
譲
と
莫
大
な
補
恨
金
（
二
低
両
）
を
手
に
し
た

こ
と
は
知
る
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
戦
勝
の
狂
熱
が
社
会
を
覆
っ
て
い
る
、
講
和
条
約
締
結
（
明
治

ニ
八
〔
一
八
九
五
〕
年
四
月
一
七
日
）
の
一
週
間
後
、
南
下
の
機
会
を
窺
い
、

ま
た
東
ア
ジ
ア
で
の
権
益
を
守
ろ
う
と
す
る
ロ
シ
ア
は
、
東
ア
ジ
ア
の
安
寧
を

口
実
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
三
国
を
さ
そ
い
日
本
に
遼
東
半
島
の
遥
付
と
賠

償
金
の
減
額
を
勧
告
し
た
。
当
時
、
ド
イ
ツ
と
対
立
し
ロ
シ
ア
と
軍
事
同
盟
を

結
ん
で
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
ロ
シ
ア
の
東
ア
ジ
ア
で
の
勢
力
の
拡
張
を
望
み
行

動
を
と
も
に
し
、
一
方
の
ド
イ
ツ
は
、
こ
の
露
仏
同
盟
に
楔
を
打
ち
込
む
た
め

に
参
加
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
を
、
ロ
シ
ア
の
南
下
を
防
ぐ
盾
と
し
て

利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
参
加
を
拒
み
、
む
し
ろ
日
英
同
盟
を
結

ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
政
治
的
軍
事
的
な
利
害
に

基
づ
く
微
妙
な
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
が
は
た
ら
い
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
拒

否
す
る
だ
け
の
力
も
外
交
力
も
な
か
っ
た
日
本
は
三
国
の
干
渉
を
受
け
入
れ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
動
き
を
遼
東
半
島
視
察
中
に
聞
き
及
ん
だ
蘇
峰
は
、
「
涙
さ
へ
も
出
な

い
程
口
惜
し
く
覚
え
た
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

此
の
遼
東
還
付
が
予
の
殆
ど
一
生
に
於
け
る
運
命
を
支
配
し
た
と
云
つ
て

も
差
支
へ
あ
る
ま
い
。
此
事
を
聞
い
て
以
来
、
予
は
精
神
的
に
殆
ど
別
人

と
な
っ
た
。
而
し
て
こ
れ
と
云
ふ
も
畢
党
す
れ
ば
、
力
が
足
ら
ぬ
故
で
あ

る
。
力
が
足
ら
な
け
れ
ば
、
如
何
な
る
正
義
公
道
も
、
半
文
の
価
値
も
無

い
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
。
（
「
蘇
峰
自
伝
」
中
央
公
論
社
、
一
九
三
五
年

八
月
）

「
麻
峰
自
伝
」
が
出
版
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
(
-
九
三
五
）
年
八
月
。
四
十

年
の
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
三
国
干
渉
を
自
ら
の
劇
的
な
転
換
点
と
し
て
い

る
。
「
国
民
新
聞
」
の
論
調
は
、
も
と
も
と
開
戦
に
積
極
的
だ
っ
た
の
だ
が
、

い
よ
い
よ
「
国
家
と
一
体
化
し
た
言
論
・
報
道
を
展
開
」
（
有
山
輝
雄
前
掲
論

文
）
し
て
い
く
こ
と
な
る
。
蘇
峰
は
「
国
民
新
聞
」
紙
上
で
「
吾
人
は
当
初
よ

り
し
て
熱
心
な
る
主
戦
論
者
に
て
あ
り
き
。
少
な
く
と
も
明
治
二
十
七
年
五
月

下
旬
に
は
吾
人
が
日
韓
消
に
三
国
に
関
す
る
終
局
の
意
見
は
、
既
に
確
定
し
た

り
き
」
（
「
将
来
に
於
け
る
国
民
新
聞
の
位
置
」
一
八
九
六
年
一
月
一
日
）
と
述

べ
て
憚
ら
な
い
。
自
伝
の
な
か
で
も
「
予
は
政
府
に
賓
金
を
献
納
す
る
程
の
カ
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日 曜

こ
ぞ

は
無
か
っ
た
。
さ
れ
ど
予
の
力
の
有
ら
ん
限
り
を
挙
つ
て
、
吾
が
新
聞
を
此
の

事
件
の
為
に
提
供
す
る
事
に
し
た
」
（
「
蘇
峰
自
伝
」
）
と
回
想
し
て
い
る
。

む
ろ
ん
こ
う
し
た
落
胆
と
怒
り
は
蘇
峰
一
人
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
広

く
世
を
覆
っ
て
い
た
。
徳
富
蓋
花
も
、
の
ち
に
自
伝
的
な
小
説
「
富
士
」
（
第

一
巻
、
「
蓋
花
全
集
」
第
一
六
巻
、
一
九
二
九
年
四
月
）
で
こ
の
よ
う
に
曹
き

著
し
て
い
る
。

思
ひ
が
け
な
い
三
国
の
干
渉
に
、
勿
論
日
本
は
不
意
を
う
た
れ
て
驚
い

た
。
怒
っ
た
。
ぢ
れ
た
。
然
し
到
頭
聴
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
二
年
に

渡
る
戦
争
の
後
、
欧
羅
巴
の
強
大
な
三
国
の
新
手
を
相
手
に
合
戦
は
全
く

の
無
謀
で
あ
る
。
英
米
の
友
邦
も
我
慢
を
す
、
め
る
。
到
頭
五
月
十
四
日

の

ど

に
遼
東
還
付
の
詔
勅
が
出
た
。
戦
勝
の
凱
歌
が
、
ぐ
つ
と
咽
喉
に
つ
か
へ

め

て
了
ふ
た
。
気
も
狂
ひ
さ
う
な
悲
憤
、
や
が
て
精
神
的
敗
北
の
滅
入
り
、

日
は
輝

<
H本
が
、
其
ま
、
す
う
と
白
昼
の
間
に
な
っ
た
。
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1
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F
こ
/

こ
う
し
た
「
耐
え
難
い
遺
恨
」
「
大
小
深
浅
さ
ま

K
＼
に

H

本
の
誰
も
が
も
つ
遺
恨
」
「
憤
癌
」
（
「
富
士
j

)

は
、
三
国
干
渉

を
受
け
入
れ
た
政
府
に
向
け
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
様
相
は

異
な
っ
た
。

後
に
、
「
梢
国
に
勝
ち
て
有
頂
天
と
な
れ
る
官
民
は
、
三
国

干
渉
に
て
冷
水
を
熱
頭
に
浴
ぴ
た
」
と
振
り
返
る
三
宅
雪
嶺
は
、

交
渉
の
失
敗
を
糾
弾
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
新
聞
「
日
本
」
に

「
臥
薪
杵
胆
」
と
題
す
る
論
説
を
載
せ
遼
東
遥
付
の
貨
任
論
を

問
う
と
同
時
に
、
「
消
国
に
勝
た
ん
と
せ
ば
、
消
国
よ
り
大
な

る
者
に
勝
つ
の
覚
悟
あ
り
て
而
し
て
後
可
」
「
已
む
を
得
ざ
る

場
合
に
断
乎
と
し
て
兵
力
に
訴
ふ
る
の
覚
悟
な
か
ら
る
べ
か
ら

ず
」
と
軍
備
拡
大
と
、
対
外
政
策
に
お
け
る
「
凡
見
悟
」
の
必
要

性
を
説
い
て
い
る
（
明
治
二
十
八
年
五
月
十
五

H
・
ニ
十
七

日
）
。
同
日
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
社
説
「
此

際
に
於
け
る
一
言
の
注
意
」
（
五
月
十
五
日
）
で
も
、
同
様
に

「
胆
を
嘗
め
薪
に
坐
し
て
大
に
実
力
を
培
登
す
る
の
必
要
あ
る

(33) 



こ
と
」
（
傍
点
引
用
者
）
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

「
臥
薪
密
胆
」
の
句
は
、
司
馬
遥
の
「
史
記
」
「
越
王
勾
践
世
家
」
に
記
さ
れ

え
つ
お
う
こ
う
せ
ん

た
記
事
に
拠
る
も
の
で
、
中
国
の
春
秋
時
代
、
越
王
勾
践
に
父
を
討
た
れ
た
呉

お

う

ふ

さ

ま

さ

王
夫
差
は
薪
の
上
に
寝
て
身
体
を
痛
め
つ
け
、
復
咎
の
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ

き

も

な

雪
辱
を
果
た
し
、
一
方
、
破
れ
た
勾
践
は
室
内
に
苦
い
胆
を
掲
げ
て
こ
れ
を
営

め
屈
辱
を
忘
れ
な
い
よ
う
し
て
そ
の
仇
を
報
い
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
。

こ
う
し
た
敵
條
心
を
煽
る
「
臥
薪
営
胆
」
の
語
は
、
政
府
（
第
二
次
伊
藤
博

文
内
閣
）
の
戦
後
経
営
の
積
極
的
な
イ
シ
ュ
ー
と
さ
れ
、
危
機
を
煽
り
国
民
を

広
く
糾
合
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
な
っ
て
い
く
。
多
く
の
国
民
も
み
ず
か
ら
進

は
る

ん
で
こ
れ
に
従
っ
た
。
平
塚
雷
鳥
（
明
子
）
の
思
い
出
は
そ
の
当
時
の
教
育
現

場
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
て
興
味
深
い
。
十
歳
の
こ
ろ
の
教
師
の
思
い
出
に
ふ

れ
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

二
階
堂
先
生
に
つ
い
て
、
忘
れ
が
た
い
こ
と
の
―
つ
は
、
露
・
独
•
仏

の
三
国
干
渉
の
た
め
、
戦
勝
日
本
が
当
然
消
国
か
ら
割
譲
さ
れ
る
べ
き
で

あ
っ
た
遼
東
半
島
を
熱
涙
を
の
ん
で
還
付
し
た
こ
と
の
次
第
を
、
わ
か

り
易
く
、
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
と
語
り
、
「
臥
薪
嘗
胆
」
を
子
供
心
に
訴
え
ら

れ
た
こ
と
で
し
た
。
教
室
に
は
極
束
の
地
図
が
か
け
て
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
遼
東
半
島
の
と
こ
ろ
だ
け
赤
く
塗
り
つ
ぶ
し
た

も
の
で
し
た
。
話
し
な
が
ら
先
生
が
黒
板
に
、
特
に
大
き
く
書
か
れ
た

「
臥
薪
苔
胆
」
の
文
字
は
今
も
心
に
浮
ぴ
ま
す
。
（
「
わ
た
く
し
の
歩
い
た

道
」
新
評
論
社
、
一
九
五
五
年
三
月
）

後
に
非
戦
論
を
唱
え
た
大
杉
栄
も
同
様
に
、
遼
東
半
と
の
部
分
を
赤
く
塗
っ

た
地
図
が
掛
け
ら
れ
講
堂
で
、
「
臥
薪
嘗
胆
し
て
報
復
を
謀
れ
」
の
「
報
復
」

の
意
味
が
講
演
さ
れ
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
（
「
自
叙
伝
」
改
造
社
、

一
九
二
三
年
―
一
月
）
。
「
忠
君
愛
国
」
の
理
念
が
「
家
庭
に
ま
で
入
り
来
り
、

町
内
の
ど
ん
な
者
に
ま
で
も
行
き
亘
っ
た
の
は
、
日
消
戦
争
中
の
こ
と
で
あ

り
、
戦
争
が
人
々
の
心
髄
に
ま
で
こ
れ
を
打
ち
込
ん
だ
の
だ
っ
た
」
（
「
明
治
大

正
見
聞
史
」
春
秋
社
、
一
九
二
六
年
―
一
月
）
と
い
う
生
方
敏
郎
の
回
想
は
説

得
力
を
持
つ
。
蓋
花
も
「
富
士
」
で
「
戦
後
日
本
の
合
言
葉
」
と
な
っ
た
「
臥

薪
苔
胆
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
兄
ほ
ど
で
は
な
い
が
強
い
関
心
を

示
し
て
い
る
。

戦
勝
で
危
く
浮
足
に
な
っ
た
日
本
は
、
ぬ
う
と
さ
し
出
さ
れ
た
露
西
亜

し
ざ

の
毛
だ
ら
け
の
拳
を
見
て
一
足
退
つ
て
身
構
へ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
づ

も
ろ

う
体
の
大
き
い
支
那
は
存
外
脆
か
っ
た
。
露
西
亜
は
然
し
別
物
で
あ
る
。

露
西
亜
を
相
手
に
、
日
本
は
ま
だ
力
の
不
足
を
感
ず
。
兵
も
強
く
せ
な
ば

ふ
や

な
ら
ぬ
。
富
も
殖
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
べ
て
に
成
長
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
臥
薪
苔
胆
」
の
野
語
が
何
時
何
処
か
ら
と
も
な
く
現
は
れ
て
、
戦
後
の

日
本
の
合
言
薬
と
な
っ
た
。
（
「
富
士
」
第
一
巻
）

た
だ
し
、
こ
の
語
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
鼓
舞
さ
れ
た
の
は
日
本
に
限
ら
な

い
。
当
然
、
消
国
の
側
で
も
語
れ
て
い
た
。
藤
村
道
生
に
よ
れ
ば
「
下
関
条
約

が
調
印
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
報
道
さ
れ
る
と
、
消
国
上
下
か
ら
い
っ
せ
い
に
講

和
条
約
が
苛
酷
で
あ
り
、
廃
棄
し
て
再
戦
す
べ
き
だ
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
皇

帝
へ
の
上
書
は
た
ち
ま
ち
一
四

0
件
に
も
達
し
た
」
（
「
日
消
戦
争
」
岩
波
新

書
、
一
九
七
三
年
―
二
月
）
と
い
う
。
祖
国
の
危
機
に
際
し
て
、
山
東
巡
撫
で
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あ
っ
た
李
乗
衡
は
、
講
和
条
約
調
印
の
直
後
の
四
月
十
九
日
、
「
奏
力
阻
和
議
も
っ
ば

折
」
と
い
う
害
で
「
但
使
各
将
帥
有
臥
薪
営
胆
之
誠
、
恢
復
固
非
難
事
」
（
但

ら
各
将
帥
を
し
て
臥
薪
嘗
胆
の
誠
を
有
ら
使
む
れ
ば
、
〔
奪
わ
れ
た
地
の
〕
恢

も
と

復
は
固
よ
り
難
事
に
非
ず
）
と
訴
え
、
ま
た
、
制
度
改
革
を
唱
道
し
「
公
車
上

し
た
た

書
」
を
認
め
た
康
有
為
は
「
窃
謂
経
此
創
巨
痛
深
之
禍
、
必
当
為
臥
薪
嘗
胆
之

ひ

そ

か

き

ず

お

お

謀
」
（
窃
に
謂
う
此
の
創
巨
痛
深
〔
創
巨
き
く
痛
み
深
い
〕
の
禍
を
経
て
、
必

ま

さ

は

か

り

f

＿と

ず
当
に
臥
薪
営
胆
の
謀
を
為
す
べ
し
と
）
と
「
積
憤
」
を
晴
ら
す
べ
く
戦
い

を
継
続
す
る
よ
う
に
上
奏
し
て
い
る
。

こ
の
「
臥
薪
営
胆
」
の
語
は
、
む
し
ろ
、
日
消
戦
争
を
契
機
に
植
民
地
主
義

的
分
割
の
危
機
が
迫
っ
て
い
た
中
国
側
で
使
う
の
が
相
応
し
い
と
も
い
え
る
。

そ
れ
は
、
十
九
世
紀
末
だ
け
で
は
な
く
、
二

0
-
0年
の
尖
閣
諸
島
沖
で
起

こ
っ
た
中
国
漁
船
衝
突
事
件
以
来
額
著
に
な
り
、
二

0
―
二
年
九
月
に
尖
閣
諸

島
（
魚
釣
島
）
の
一
方
的
な
日
本
国
有
化
宜
言
に
際
し
て
も
中
国
側
で
使
わ
れ

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
危
機
の
時
代
に
繰
り
返
し
登
場
し
、
「
史
記
」
に
記

さ
れ
た
呉
越
の
戦
い
以
来
の
「
臥
薪
杵
胆
」
の
旬
が
も
つ
物
語
喚
起
力
に
、
双

方
が
乗
り
か
か
り
閥
ぎ
合
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

「
不
如
掃
」
は
、
日
消
戦
争
直
前
の
明
治
二
十
六
年
五
月
か
ら
二
十
八
年

十
一
月
ま
で
を
物
語
の
時
間
と
し
、
断
続
的
に
明
治
三
十
年
十
一
月
か
ら

三
十
二
年
五
月
に
か
け
て
、
ま
さ
に
「
臥
薪
嘗
胆
」
の
時
代
に
書
か
れ
た
。
こ

れ
を
抜
き
に
し
て
「
不
如
帰
」
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、

人
々
を
戦
い
に
駆
り
立
て
た
日
消
、
日
露
の
戦
間
期
の
時
代
相
を
念
頭
に
お
き

な
が
ら
、
「
不
如
掃
」
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二

「
不
如
婦
」
が
明
治
期
最
大
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
の
は
知
る
と
お
り

で
あ
る
が
、
意
外
に
も
新
聞
連
載
時
に
は
さ
ほ
ど
注
目
を
浴
び
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
明
治
三
十
年
代
中
期
の
家
庭
小
説
隆
盛
と
相
乗
し
て
販
売

部
数
を
伸
ば
し
た
。
明
治
民
法
が
施
行
さ
れ
た
の
が
明
治
三
十
一
(
-
八
九
九
）

年
七
月
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
族
関
係
の
す
み
ず
み
に
ま
で
法
律
が
入
り
込
み
、

新
旧
の
価
値
観
の
対
立
を
は
じ
め
、
家
庭
内
で
の
人
間
関
係
が
小
説
の
新
し
い

テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。
愛
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
男
女
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
に
よ
っ
て
目
前
に
あ
る
幸
福
な
家
庭
に
容
易
に
到
達
で
き
ず
引
き
裂
か

れ
る
。
こ
う
し
た
テ
ー
マ
は
、
新
し
い
演
目
を
求
め
て
い
た
新
派
削
の
眼
目
に

も
そ
う
も
の
で
、
新
派
悲
劇
な
る
あ
た
ら
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
明
治
三
四
(
-
九

0
-
）
年
に
、
高
田
実
一
座
に
よ
っ
て
大
阪
朝

H
座
で
初
演
さ
れ
た
「
不
如
備
」
の
上
演
は
、
明
治
末
年
ま
で
に
百
回
に
な
ん

な
ん
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
演
劇
化
は
単
行
本
の
発
行
部
数
拡
大
に

大
き
く
寄
与
し
、
小
説
と
演
劇
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で

一
部
の
書
生
た
ち
が
主
な
読
者
で
あ
っ
た
小
説
享
受
層
を
、
女
性
を
含
め
一
般

読
者
に
ま
で
押
し
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
庭
小
説
は
時
に
通
俗
的
だ
と
し

て
軽
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
小
説
読
者
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に

よ
り
文
学
出
版
産
業
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
「
不
如
帰
j

は
、
時
代
の
好
尚
に
投
じ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
し
い
文
学
の
潮
流
を
も
作
り

上
げ
る
プ
レ
テ
ク
ス
ト
た
り
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
「
不
如
帰
」
を
「
家
庭
小
説
」
の
枠
に
お
さ
め
て
し
ま
う
の
に
も

無
理
が
あ
る
。
蓋
花
は
明
治
四
十
二
年
二
月
、
「
不
如
婦
」
が
百
版
を
重
ね
た

時
に
、
「
第
百
版
不
如
帰
の
巻
首
に
」
と
い
う
文
曹
を
著
し
、
そ
れ
を
執
箪
す
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る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
回
想
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

書
を
著
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
相
州
逗
子
に
仮
寓
し
て
い
る
折
り
に
、

あ
る
婦
人
か
ら
聞
い
た
話
だ
と
い
う
。
「
不
如
婦
」
の
片
岡
中
将
の
モ
デ
ル
で

あ
る
、
日
消
戦
争
で
は
陸
軍
大
臣
で
第
二
軍
司
令
官
を
務
め
た
軍
人
（
大
山
巌

大
将
、
当
時
中
将
）
の
先
要
の
長
女
が
、
同
郷
で
福
島
県
令
、
栃
木
県
令
を
務

め
た
人
物
（
三
島
通
庸
）
の
長
男
の
も
と
に
嫁
い
だ
が
、
わ
ず
か
七
ヶ
月
で
結

核
を
理
由
に
離
縁
さ
れ
、
二
年
後
に
は
薄
命
の
生
涯
を
閉
じ
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
婦
人
は
涙
な
が
ら
に
、
こ
の
女
性
（
浪
子
の
モ
デ
ル
）
が
臨
終
の
折
り

に
、
「
も
う
も
う
女
な
ん
か
に
は
二
度
と
生
ま
れ
は
し
な
い
」
と
い
う
悲
痛
な

声
を
あ
げ
た
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
聞
い
た
蓋
花
は
「
自
分
の
脊
髄
を
あ

る
も
の
が
電
の
ご
と
く
走
る
」
の
を
感
じ
、
強
い
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
促

さ
れ
る
よ
う
に
、
ニ
ヶ
月
後
か
ら
小
説
「
不
如
帰
」
と
し
て
連
載
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
部
分
は
下
編
九
の
二
に
あ
た
り
、
や
は
り
物
語
の
中
心
的
部
分
に

な
っ
て
い
る
。

小
説
の
時
間
で
は
明
治
二
十
八
年
七
月
七
日
の
タ
ベ
、
赤
坂
の
片
岡
中
将
の

邸
宅
に
は
多
く
の
家
族
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
。
浪
子
は
駆
け
つ
け
た
伯
母
の

加
藤
子
爵
夫
人
に
夫
武
男
へ
の
手
紙
を
託
し
、
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
激
し
い
発

作
に
襲
わ
れ
る
。

ほ

の

え

み

た

ち

2

ほ
、

仄
か
な
る
笑
は
浪
子
の
唇
に
上
り
し
が
、
忽
ち
色
な
き
頬
の
あ
た
り
に

く

れ

な

い

な

ん

だ

紅
を
さ
し
来
り
、
胸
は
波
う
ち
、
燃
ば
か
り
熱
き
涙
は
ら
と
苦
し
き
息

を
つ
き
、つら

「
あ
ヽ
辛
い
！

辛
い
！

最
早
ー
—
最
早
婦
人
な
ん
ぞ
に
1

生
れ
は

し
ま
せ
ん
よ
。
—
—
苦
し
い
！
」

あ

つ

せ

き

眉
を
措
め
胸
を
抑
へ
て
、
浪
子
は
身
を
悶
へ
つ
。
急
に
医
を
呼
ぴ
つ
、
赤

し

ゅ

す

が

な

か

ば

酒
を
含
ま
せ
ん
と
す
る
加
藤
夫
人
の
手
に
槌
り
て
半
起
き
上
り
、
生
命
を

せ

き

い

っ

さ

ん

L
I
t
つ

縮
む
る
咳
嗽
と
共
に
、
肺
を
絞
つ
て
一
釜
の
紫
血
を
吐
き
つ
。
楯
々
と
し

と

こ

て
臥
床
の
上
に
倒
れ
ぬ
0

[
下
編
九
の
二
]

つ

ら

も

う

も

う

セ

人

な

浪
子
は
身
悶
え
な
が
ら
「
あ
ヽ
辛
い
！
辛
い
ー
•
最
早
ー
~
最
早
婦
人
な

ん
ぞ
に
1

生
れ
は
し
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
怨
嵯
の
声
を
上
げ
て
卒
倒
す
る
。

夫
婦
愛
の
賛
美
と
い
う
家
庭
小
説
が
好
む
定
番
テ
ー
マ
か
ら
す
る
と
、
あ
ま
り

に
重
い
運
命
に
対
す
る
呪
阻
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
蔵
花

自
筆
と
思
わ
れ
る
広
告
に
は
「
明
治
の
齢
は
三
十
を
超
へ
た
れ
ど
も
社
会
の

「
繊
維
に
は
恐
る
可
き
旧
習
の
猶
勢
を
退
ふ
す
る
」
者
少
な
か
ら
ず
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
社
会
の
「
恐
る
可
き
旧
習
」
を
批
判
的
に
問
題
化
し
よ
う
と
い
う

ね
ら
い
が
窺
え
る
。
こ
こ
に
、
「
不
如
帰
」
が
民
友
社
の
主
甜
し
よ
う
と
し
た

「
社
会
小
説
」
の
試
み
と
し
ば
し
ば
重
ね
合
わ
さ
れ
な
が
ら
評
さ
れ
る
ゆ
え
ん

が
あ
る
。

物
語
は
明
治
二
十
六
年
五
月
の
、
伊
香
保
へ
の
新
婚
旅
行
の
シ
ー
ン
か
ら
始

ま
る
。
浪
子
の
父
は
陸
軍
中
将
子
爵
片
岡
毅
、
夫
武
男
は
海
軍
少
尉
男
爵
と
、

人
も
羨
む
セ
レ
プ
婚
な
が
ら
、
浪
子
に
は
不
幸
の
陰
が
線
わ
り
つ
い
て
い
る
。

母
を
早
く
に
失
い
、
継
母
と
は
心
が
通
わ
ず
、
結
婚
を
機
に
や
っ
と
遠
ざ
か
れ

る
も
、
今
度
は
義
母
か
ら
嫉
妬
混
じ
り
の
嫌
が
ら
せ
（
嫁
い
ぴ
り
）
を
受
け

る
。
し
か
し
、
浪
子
は
そ
れ
に
抗
す
る
こ
と
も
な
く
健
気
に
じ
っ
と
耐
え
て
い

る
。
そ
の
姿
が
「
日
陰
の
花
」
「
夏
の
夕
間
に
ほ
の
か
に
匂
ふ
月
見
草
」
と
比

喩
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
父
の
勧
め
に
従
っ
た
結
婚
な
が
ら
、

つ
か
の
間
の
幸
せ
な
新
婚
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
の
幸
せ
の
象
徴
が
、
当
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時
と
し
て
は
め
ず
ら
し
い
結
婚
指
輪
ー
「
燦
然
と
照
り
渡
る
」
「
指
輪
」
と

し
て
表
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
翌
年
の
二
月
に
結
核
に
罹
っ
た
こ
と
で
状
況
は
一
変
す
る
。
跡
取

り
息
子
で
あ
る
武
男
に
病
気
が
移
る
の
を
恐
れ
た
義
母
は
川
島
家
を
維
持
す
る

た
め
に
、
浪
子
が
逗
子
で
静
養
中
に
、
ま
た
武
男
も
海
軍
の
遠
征
で
留
守
の
間

に
浪
子
を
独
断
で
離
縁
す
る
。
そ
の
事
実
さ
え
も
知
ら
な
い
で
い
た
浪
子
が
離

縁
を
知
る
の
は
、
久
し
ぶ
り
に
実
家
に
焔
っ
た
お
り
に
、
送
り
返
さ
れ
た
嫁
入

り
道
具
を
玄
関
脇
の
部
屋
に
見
い
出
し
た
と
き
で
あ
る
。
何
も
知
ら
ぬ
幼
い
妹

は
姉
が
家
に
戻
る
こ
と
を
喜
ん
で
、
「
あ
た
し
婚
し
い
わ
、
姉
さ
ま
は
も
う
今

後
始
終
此
家
に
い
る
の
ね
。
お
道
具
も
す
っ
か
り
来
て
よ
」
と
つ
い
語
り
掛
け

し
ま
う
。
そ
の
こ
と
ば
が
浪
子
を
、
は
っ
と
さ
せ
る
。

「
エ
？
」

お

ど

ろ

か

す

駿
き
し
浪
子
の
眼
は
継
母
の
顔
よ
り
伯
母
の
顔
を
掠
め
て
、
た
ち
ま
ち
玄

関
脇
の
室
も
狭
し
と
積
ま
れ
た
る
さ
ま
／
＼
の
道
具
に
注
ぎ
ぬ
。
ま
さ
し

う

ち

わ

が

た

ん

す

く
良
人
宅
に
置
き
た
る
吾
箪
笥
ー
・
長
持
！
鏡
台
！

わ

な

と

ら

浪
子
は
戦
々
と
誕
ひ
つ
。
倒
れ
ん
と
し
て
伯
母
の
手
を
ひ
し
と
捉
へ
ぬ
。

[
中
編
九
の
二
]

浪
子
の
失
望
と
落
胆
は
ひ
と
し
な
み
で
は
な
い
。
な
ん
と
か
離
縁
の
事
実
を

事
実
と
し
て
受
け
容
れ
な
が
ら
も
、
病
は
急
激
に
進
ん
で
し
ま
う
。
武
男
と
の

手
紙
の
や
り
と
り
も
叶
わ
ず
、
辛
い
毎
日
を
過
ご
し
、
思
い
余
っ
て
逗
子
の
海

に
身
を
投
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
日
消
戦
争
の
終
了
後
、
退
役
し
た

父
と
最
後
の
関
西
旅
行
に
出
た
婦
り
、
山
科
駅
の
ホ
ー
ム
で
神
戸
に
向
か
う
列

車
に
乗
っ
た
武
男
と
偶
然
に
す
れ
違
う
も
、
そ
れ
が
今
生
の
別
れ
で
、
愛
す
る

夫
と
引
き
裂
か
れ
た
ま
ま
不
幸
な
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

浪
子
は
、
臨
終
の
き
わ
に
、
武
男
か
ら
新
婚
の
時
に
贈
ら
れ
た
指
輪
を
さ

し
、
「
こ
れ
は
|
ー
持
つ
て
1

行
き
ま
す
よ
」
と
伯
犀
に
語
る
。
継
母
に
対

し
て
も
姑
に
対
し
て
も
語
る
べ
き
こ
と
ば
を
奪
わ
れ
、
徹
底
し
て
受
動
的
な
位

骰
に
お
か
れ
て
い
た
ヒ
ロ
イ
ン
が
、
唯
一
自
分
の
意
思
を
表
明
す
る
場
面
で
あ

る
。
浪
子
は
、
物
語
の
構
造
の
上
か
ら
い
え
ば
、
父
の
娘
か
ら
、
武
男
の
要
と

な
り
、
ふ
た
た
ぴ
父
の
娘
に
差
し
戻
さ
れ
る
。
男
性
た
ち
の
間
を
家
制
度
と
い

う
父
性
的
な
原
理
に
従
っ
て
移
動
し
た
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
離
縁
さ

れ
た
と
き
に
婚
家
に
返
す
べ
き
も
の
（
指
輪
）
を
あ
の
世
に
持
っ
て
行
く
。
現

世
の
論
理
で
は
叶
わ
ぬ
に
し
ろ
、
武
男
の
要
の
ま
ま
で
死
に
、
来
世
で
こ
そ
結

ば
れ
た
い
と
い
う
強
い
〈
愛
〉
へ
の
意
志
の
よ
う
に
み
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
武
男
は
浪
子
と
の
離
縁
を
母
か
ら
迫
ら
れ
た
と
き
、
家
の

論
理
に
ど
う
対
抗
し
た
の
か
。
母
は
結
核
と
い
う
病
の
伝
染
に
よ
っ
て
血
縁
が

途
絶
え
、
川
島
家
が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
父
の
位
牌
を
持
ち
出
し
な
が
ら

つ
ぶ

「
御
先
祖
代
々
の
家
を
潰
す
奴
は
不
孝
者
ぢ
ゃ
な
ッ
か
」
と
肉
迫
す
る
。
武
男

は
、
浪
子
を
自
分
の
要
の
ま
ま
で
死
な
せ
た
い
と
し
て
、
病
気
だ
か
ら
離
縁
す

そ
し

る
と
い
う
「
不
人
情
な
不
義
理
な
事
」
は
で
き
な
い
、
「
人
情
に
背
い
て
、
義

理
を
欠
い
て
、
決
し
て
家
の
為
に
宜
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
反
論
す
る
。
武

男
に
あ
っ
て
は
、
母
が
述
べ
立
て
る
家
の
論
理
に
抗
す
る
の
は
「
不
人
情
」

「
不
義
理
」
と
い
う
モ
ラ
ル
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ゆ
る
や
か
な
社
会
生
活

上
の
行
動
規
範
か
ら
、
栂
の
拠
っ
て
立
つ
圧
倒
的
に
強
固
な
「
家
」
の
論
理
を

押
し
返
す
べ
く
も
な
い
。

ま
た
、
こ
の
時
、
夫
婦
間
の
絆
で
あ
る
〈
愛
〉
と
い
う
こ
と
ば
が
、
武
男
の
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口
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
時
代
に
は
、
〈
愛
〉
が
「
家
」
の
論
理

に
対
抗
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
た
り
得
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
か
。
あ
る
い

は
、
物
語
展
開
上
の
必
然
と
し
て
意
識
的
に
排
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
か
。
明
治

二
十
年
代
後
半
以
降
、
「
家
」
の
対
概
念
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
、
夫
婦

間
の
〈
愛
〉
に
基
づ
く
「
家
庭
」
（
ホ
ー
ム
）
と
い
う
新
し
い
家
族
の
関
係
を

表
す
語
が
、
意
外
に
も
家
庭
小
説
と
さ
れ
る
「
不
如
帰
」
で
は
一
回
も
使
わ
れ

て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
特
別
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
「
家
」
の
論
理
に
対
抗
す
る
論
理
を
持
ち
得
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に

「
社
会
」
の
「
恐
る
可
き
旧
習
」
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が

「
不
如
婦
j

の
悲
劇
を
と
お
く
招
来
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

三

さ
ら
に
、
「
不
如
婦
」
は
「
家
庭
小
説
」
と
い
う
枠
で
は
捉
え
き
れ
な
い
戦

争
文
学
と
し
て
の
特
徴
も
色
浪
く
持
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
た
ん
に
日
消
戦
争

を
物
語
の
時
間
軸
と
し
、
戦
闘
の
場
面
が
詳
細
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
戦

争
文
学
と
い
う
の
で
は
な
い
。
「
不
如
婦
」
に
お
い
て
、
「
結
核
」
が
物
語
の
動

カ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
こ
の
病
は
武
男
と
の
関
係
を
引
き
裂
き
浪

子
を
孤
立
さ
せ
て
い
く
の
み
な
ら
ず
、
戦
争
を
め
ぐ
る
メ
タ
フ
ァ
ー
と
深
く
結

ぴ
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
こ
の
小
説
に
は
メ
タ
フ
ァ
ー
が
溢
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
お
い
て
、

浪
子
は
「
夏
の
夕
間
に
ほ
の
か
に
匂
う
月
見
草
」
と
「
品
定
め
」
さ
れ
、
浪
子

が
伊
香
保
の
旅
館
の
一
室
か
ら
眺
め
る
「
夕
殿
色
」
に
源
う
「
雲
」
に
は
、
武

男
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、
終
い
に
は
消
え
て
し
ま
う
運
命
が
隠
喩
的
に
イ

メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
作
中
人
物
の
心
象
風
景
の
描
写
を
超
え
た

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
表
現
の
あ
り
か
た
は
、
小

説
技
法
と
し
て
は
常
套
的
な
こ
と
で
あ
り
、
「
不
如
帰
」
の
通
俗
性
の
表
れ
と

指
摘
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
題
名
そ
の
も
の
が
「
血
を
吐
き
な
が
ら
嗚
く
鳥
」

と
多
分
に
比
喩
的
で
あ
り
、
意
図
的
に
メ
タ
フ
ァ
ー
の
連
鎖
が
作
り
あ
げ
ら

れ
、
そ
れ
が
物
語
の
構
成
に
も
食
い
込
ん
で
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た

と
え
ば
、
中
心
的
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
結
核
を
浪
子
が
自
覚
す
る
場
面
は
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
ば

う

ひ

た

び

、

と

肺
結
核
！
茫
々
た
る
野
原
に
独
と
り
立
つ
旅
客
の
、
頭
上
に
迫
り
来
る

ま
く
ろ

夕
立
雲
の
真
黒
き
を
望
め
る
心
こ
そ
、
若
し
や
、
若
し
や
と
其
病
を
待
ち

す
で

し
浪
子
の
心
な
り
け
れ
。
今
は
恐
ろ
し
き
沈
黙
は
已
に
と
く
破
れ
て
、

ら

い

な

で

ん

ほ

と

ば

た

ゞ

雷
鳴
り
電
ひ
ら
め
き
黒
風
吹
き
白
雨
逃
し
る
真
中
に
立
て
る
浪
子
は
、
唯

ち
ゃ
う
ゐ

身
を
賭
し
て
早
く
風
雨
の
重
囲
を
通
り
過
ぎ
な
む
と
思
ふ
の
み
。
其
に
し

す
さ

て
も
第
一
撃
の
如
何
に
凄
ま
し
か
り
し
ぞ
0

[
中
編
四
の
二
]

「
結
核
」
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
茫
々
た
る
野
原
に
独
と
り
立
つ

旅
客
」
た
る
自
分
を
自
覚
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
な
さ

れ
る
自
然
の
事
象
と
心
的
表
象
の
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
は
、
次
章
の
武
男

と
浪
子
が
逗
子
の
「
別
歴
」
で
嵐
に
降
り
込
め
ら
れ
る
場
面
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
浪
子
に
製
い
か
か
る
病
と
の
戦
い
の
喩
は
、
時
代
を
覆
っ
て

い
た
戦
争
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
も
ク
ロ
ス
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
。
戦
い
の

喩
は
、
小
説
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
上
編
三
の
二
の

武
男
と
浪
子
が
伊
香
保
の
山
で
蕨
採
り
に
興
じ
る
場
面
、
同
五
の
一
の
赤
坂
の

片
岡
邸
で
浪
子
の
弟
た
ち
が
読
書
中
の
父
中
将
に
甘
え
か
か
る
シ
ー
ン
、
浪
子
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の
叔
母
で
あ
る
加
藤
子
爵
夫
人
と
継
母
繁
子
と
の
角
逐
、
下
編
二
の
四
で
な
さ

れ
る
武
男
の
母
お
脱
の
、
行
儀
見
習
い
に
来
て
い
る
山
木
の
娘
お
股
へ
の
攻
撃

な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
な
か
で
も
、
悪
玉
と
し
て
の
役
割
を
割
り
振
ら
れ

た
千
々
岩
の
心
理
の
動
き
は
、
こ
と
さ
ら
に
強
大
な
武
器
を
も
っ
て
、
悪
辣
さ

深
刻
さ
が
示
さ
れ
る
。
浪
子
を
武
男
に
奪
わ
れ
た
こ
と
と
、
私
印
偽
造
の
件
で

武
男
よ
り
辱
め
を
う
け
た
こ
と
に
対
す
る
復
咎
の
念
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。復

笞
、
復
普
、
あ
あ
如
何
に
し
て
復
普
す
可
き
、
如
何
に
に
し
て
怨
み
重

み

ぢ

ん

く

わ

こ

う

な
る
片
岡
川
島
両
家
を
微
塵
に
吹
き
飛
ば
す
可
き
地
雷
火
坑
を
発
見
し
、

お

の

れ

や

か

ら

成
る
可
く
自
己
は
危
険
な
き
距
離
よ
り
糸
を
ひ
き
て
、
憎
し
と
思
ふ
輩
の

こ

、

ろ

や

ぶ

は

ら

わ

た

さ

ぼ

ね

く

じ

ま

み

心
偏
れ
腸
裂
け
骨
拙
け
脳
塗
れ
生
き
な
が
ら
死
ぬ
光
穀
を
眺
め
つ
ヽ
、
快

す
ぐ

よ
く
一
盃
を
過
さ
む
か
0

[
中
編
四
の
―
]

千
々
岩
は
悪
玉
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
引
き
受
け
て
い
る
。
悪
玉
は
悪
玉

ら
し
く
善
玉
に
理
不
尽
な
戦
い
を
挑
み
か
け
よ
う
と
す
る
。
具
体
的
に
は
「
結

核
」
を
ネ
タ
に
武
男
の
栂
を
け
し
か
け
、
浪
子
と
武
男
を
引
き
裂
こ
う
と
す
る

の
だ
。
比
喩
的
に
い
え
ば
、
悪
玉
の
千
々
岩
と
「
結
核
」
の
〈
悪
〉
が
手
を
組

ん
で
、
か
弱
き
浪
子
に
襲
い
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
結
核
を
め
ぐ
る
メ
タ

フ
ァ
ー
は
、
千
々
岩
の
理
不
尽
な
復
菩
〈
悪
〉
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
よ
い
よ
猛
威
を
揮
い
浪
子
を
押
し
浪
す
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は

邪
悪
で
卑
怯
な
「
消
」
と
、
正
々
堂
々
と
闘
う
正
義
の
「
日
本
」
と
い
う
日
消

戦
争
の
構
図
へ
容
易
に
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
、
煎
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

た
意
識
は
繰
り
返
さ
れ
る
「
征
消
」
と
い
う
語
に
す
で
に
認
め
ら
れ
る
の
だ

が
、
黄
海
の
海
戦
に
お
い
て
、
敵
艦
で
あ
る
消
の
艦
船
「
定
遠
鎖
遠
」
が
「
已

み
難
き
嫌
厭
と
憎
悪
」
の
念
と
と
も
に
形
象
化
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
語
り
手
は
二
重
三
重
の
意
味
で
、
〈
普
〉
と
〈
悪
〉
と
の
戦
い
の
物
語
を

引
き
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
戦
争
を
め
ぐ
る
ナ
ラ
ト
ロ

ジ
ー
の
持
つ
問
題
性
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
ま

さ
に
悪
は
悪
ら
し
く
善
は
普
ら
し
く
語
る
語
り
手
の
語
り
口
に
表
わ
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
世
界
を
あ
ら
か
じ
め
普
悪
に
二
分
化
し
て
語
る

語
り
、
し
か
も
作
中
人
物
た
ち
を
し
て
榜
界
を
越
境
さ
せ
な
い
語
り
は
、
ま
さ

に
勧
善
懲
悪
小
説
の
構
図
に
も
近
い
。

な
ら
ば
、
こ
の
小
説
に
お
い
て
普
が
す
べ
か
ら
く
勝
利
を
お
さ
め
て
い
る
と

い
え
る
の
か
ー
。
結
核
に
冒
さ
れ
、
武
男
と
も
離
縁
さ
せ
ら
れ
、
死
ん
で
い

＜
浪
子
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
、
単
純
に
普
が
悪
を
う
ち
負
か
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
先
行
す
る
結
核
を
め
ぐ
る
小
説
、
広
津
柳
浪
の
「
残
菊
」
（
明

治
ニ
ニ
〔
一
八
八
八
〕
年
）

I

夫
婦
の
愛
に
よ
っ
て
結
核
が
治
癒
す
る
I

と
も
異
な
る
。
ま
た
、
最
後
に
は
予
定
調
和
的
に
美
徳
が
勝
利
し
、
夫
婦
愛
が

賛
美
さ
れ
る
と
い
う
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
な
あ
る
い
は
家
庭
小
説
的
な
期
待
も
裏

切
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
逆
ら
え
な
い
巡
命
（
病
魔
）
に
滅
ぽ
さ
れ
る
と
い
う

意
味
で
は
文
字
通
り
〈
悲
劇
〉
的
で
あ
る
。
浪
子
の
避
け
が
た
い
死
が
視
界
に

入
っ
て
き
た
下
編
に
い
た
る
と
、
語
り
手
は
敗
れ
る
も
の
の
〈
悲
劇
〉
を
い
よ

い
よ
悲
劇
的
に
語
り
出
す
。
し
か
も
、
敗
れ
る
も
の
の
側
か
ら
語
る
。
そ
れ
が

「
不
如
掃
」
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
ら
ば
、
な
ぜ
こ

う
し
た
分
か
り
や
す
い
悲
劇
的
な
浪
子
の
死
を
も
っ
て
小
説
を
閉
じ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
か
。
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ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
は
、
結
核
を
め
ぐ
る
歴
史
的
メ
タ
フ
ァ
ー
を
論
じ

「
結
核
の
場
合
、
外
に
あ
ら
わ
れ
る
熱
は
内
な
る
燃
焼
の
目
印
と
さ
れ
た
。
結

核
患
者
と
は
情
熱
に
、
肉
体
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
情
熱
に
「
焼
き
尽
く
さ
れ

た
」
人
と
さ
れ
た
」
（
「
隠
喩
と
し
て
の
病
」
富
山
多
佳
夫
訳
、
み
す
ず
書
房
、

一
九
八
二
年
）
と
述
べ
て
い
る
。
浪
子
も
、
山
科
駅
で
の
武
男
と
の
す
れ
違
い

以
来
強
ま
っ
た
、
夫
へ
の
思
い
ゆ
え
に
さ
ら
に
消
耗
し
燃
え
尽
き
よ
う
と
し
て

い
る
。
ま
さ
に
結
核
と
い
う
病
を
め
ぐ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
物
語
に
身
を
委

ね
、
冒
頭
の
隠
喩
に
も
つ
な
が
る
ヒ
ロ
イ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
悲
劇
的
な
最
期
を

迎
え
ん
と
し
て
い
る
。
父
、
継
母
、
妹
、
伯
母
、
下
女
の
幾
、
そ
し
て
消
子
な

ど
主
要
な
人
物
が
一
堂
に
会
す
る
と
い
う
、
申
し
分
の
な
い
大
団
円
的
な
〈
終

り
〉
が
こ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
、
浪
子
の
死
を
も
っ
て
し
て
も
こ
の
小
説
は
終

れ
な
い
。
浪
子
の
死
だ
け
で
は
背
負
い
き
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
残
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

物
語
の
内
容
に
即
せ
ば
、
や
り
場
の
な
い
怒
り
と
悔
恨
に
苛
ま
れ
て
い
る
武

男
の
思
い
、
片
岡
家
か
ら
も
息
子
か
ら
も
和
解
を
拒
否
さ
れ
た
お
慶
の
感
情
、

娘
の
無
念
の
死
を
悼
む
父
親
の
気
持
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
わ
ば
仕
掛
け
ら
れ
た

物
語
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
燃
焼
し
尽
く
さ
れ
て
は
い
な
い
の
だ
。
大
団
円
的
な

〈
終
り
〉
を
目
指
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
な
お
の
こ
と
煉
っ
て
い
る
物
語
の
残

滓
が
意
識
さ
れ
る
。
ま
た
、
征
消
戦
争
を
勝
ち
抜
き
な
が
ら
も
、
三
国
干
渉

（
明
治
二
十
八
〔
一
八
九
五
〕
年
四
月
）
の
恥
辱
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
る
読
者
が

共
有
し
て
い
る
、
〈
普
〉
と
〈
悪
〉
の
戦
い
1

国
家
間
の
利
害
の
衝
突
に
よ

る
敵
と
味
方
の
戦
い
で
は
な
<
_
~
と
い
う
戦
争
の
メ
タ
フ
ァ
ー
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
し
て
も
、
善
な
る
も
の
が
悪
な
る
も
の
に
よ
っ
て
打
ち
負
か
さ
れ
た

ま
ま
物
語
が
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
ヒ
ロ
イ
ン
浪
子
の
死
は
何
ら

か
の
形
で
眼
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
改
め
て
戦
争
を
め
ぐ
る
想
像

力
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

蓋
花
は
「
不
如
婦
」
の
終
り
に
つ
い
て
の
回
想
の
な
か
で
、
「
武
男
は
死
ん

で
は
な
ら
ぬ
。
武
男
は
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
き
る
力
は
、
何
処
か
ら
湧
く
？

男
を
男
に
す
る
に
は
、
女
の
愛
の
外
、
更
に
男
の
力
を
要
す
る
」
（
「
富
士

（
第
二
巻
）
」
福
永
書
店
、
一
九
二
六
年
）
と
述
べ
て
い
る
。
武
男
を
「
男
に
す

る
」
と
は
ー
。
そ
れ
は
、
要
を
二
重
の
意
味
で
失
い
世
を
は
か
な
ん
で
い

る
、
い
わ
ば
女
々
し
い
気
持
か
ら
い
ち
速
く
脱
す
る
た
め
に
、
武
男
に
「
男

児
」
と
し
て
「
軍
人
」
と
し
て
生
き
直
す
契
機
を
与
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
「
女
の
愛
の
外
、
更
に
男
の
力
を
要
す
る
」
と
さ
れ
る
。

こ
こ
に
家
同
士
が
絶
縁
し
て
い
な
が
ら
も
、
武
男
と
片
岡
中
将
が
男
と
男
、
い

や
、
軍
人
と
軍
人
と
し
て
和
解
す
る
理
由
が
あ
る
。

浪
子
の
悲
劇
的
な
死
の
四
ヶ
月
後
、
日
消
戦
争
が
終
結
し
婦
国
し
た
武
男
は

青
山
墓
地
に
あ
る
浪
子
の
墓
を
訪
れ
る
。
加
藤
子
爵
夫
人
か
ら
受
け
取
っ
た
浪

子
の
絶
筆
を
読
み
涙
し
て
い
る
武
男
は
、
思
い
が
け
ず
浪
子
の
父
子
と
遥
遇
す

る
。
驚
い
た
武
雄
は
、
浪
子
の
迫
書
を
持
っ
た
ま
ま
、
涙
を
払
っ
て
、
墓
門
に

u
ず

立
っ
た
片
岡
中
将
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
。
武
男
の
手
を
無
手
と
握
っ
た
片
岡
中

将
は
、
や
は
り
涙
を
払
い
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
る
。さ

ん

「
武
男
さ
ん
、
わ
た
し
も
辛
か
っ
た
ー
・
（
中
略
）
武
男
君
、
浪
は
死
ん
で

や

つ

ば

い

あ

な

た

お

や

じ

し

つ

も
、
わ
た
し
は
矢
張
卿
の
爺
ぢ
や
。
確
か
い
頼
ん
ま
す
ぞ
。
…
…
前
途
遼

わ

な

に

だ

ん

じ

し

ん

た

ん

遠
し
ぢ
や
。
何
も
男
児
の
心
胆
を
錬
る
の
ぢ
や
。
…
…
あ
ヽ
、
久
し
振

ゆ
る
ゆ
る

り
、
武
男
さ
ん
、
一
処
に
行
っ
て
、
寛
々
台
湾
の
話
で
も
聞
か
ふ
！
」

[
下
編
十
の
二
]
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浪
子
の
死
は
新
た
な
戦
い
を
挑
む
男
同
士
（
陸
軍
中
将
と
海
軍
少
尉
）
を
和

解
に
祁
く
。
娘
で
あ
り
、
要
で
あ
る
浪
子
こ
そ
が
、
義
絶
し
た
二
人
の
軍
人
を

結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
こ
に
、
浪
子
を
媒
に
し
て
両
者
が
あ
ら

た
め
て
父
子
関
係
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
も
と
に
語
り
直
さ
れ
る
意
味
が
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
病
魔
に
敗
れ
た
浪
子
の
死
は
、
戦
争
遂
行
を
肯
定
す
る
機
能
を

担
わ
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
一
転
し
て
受
け
容
れ
る
べ
き
勝
利
の
表
徴
に
転
化

で
き
る
。
そ
う
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
こ
の
小
説
は
終
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

浪
子
の
死
は
単
な
る
病
死
で
は
な
い
。
戦
争
と
「
家
」
と
に
翻
弄
さ
れ
た
浪
子

の
悲
劇
的
な
死
は
、
男
た
ち
を
新
た
な
戦
い
に
駆
り
立
て
る
意
味
あ
る
死
に
祭

り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

山
下
悦
子
は
「
マ
ザ
コ
ン
文
学
論
」
(
-
九
九
一
年
）
で
「
和
解
す
る
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
は
、
「
家
」
を
媒
介
に
し
た
窮
屈
な
形
式
的
人
間
関
係
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
つ
、
明
治
的
な
も
の
の
終
焉
を
暗
示
し
て
い
た
」
と
述
べ
る
が
、
そ
う
と

は
言
い
切
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
国
民
を
新
た
な
戦
い
に
駆
り
立
て
、
戦
争
の
継

続
を
国
家
経
営
の
イ
シ
ュ
ー
と
す
る
「
臥
薪
杵
胆
」
の
時
代
の
想
像
力
と
深
く

関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
「
不
如
帰
」
は
こ
の
意
味
で
こ
そ
「
戦

争
文
学
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
近
代

H
本
文
学
の
中
で
も
稀
有

な
、
戦
間
期
の
文
学
と
さ
れ
る
「
不
如
帰
」
の
独
自
の
位
骰
が
あ
る
と
い
え
よ

、つ。

四

わ
れ
わ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
通
貨
危
機
、
ギ
リ
シ
ャ
・
イ
ギ
リ
ス
の
ユ
ー
ロ
離
脱
の
危
機
、
イ
ス

ラ
ム
諸
国
の
政
治
体
制
の
危
機
、
日
本
に
お
い
て
は
強
権
政
治
に
よ
る
メ
デ
ィ

ア
統
制
の
危
機
、
平
和
主
義
の
危
機
、
ま
た
、
人
間
に
よ
る
自
然
破
壊
の
危

機
、
さ
ら
に
人
間
の
力
で
は
統
御
で
き
な
い
迫
り
来
る
自
然
災
害
の
危
機
、
そ

の
上
、
個
人
の
健
康
上
の
危
機
も
考
え
れ
ば
枚
挙
す
る
に
暇
が
な
い
。

そ
も
そ
も
、
危
機
は
ど
う
い
う
場
合
に
意
識
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
ま
で
通
じ

て
き
た
原
理
や
、
集
合
体
の
統
一
性
・
一
体
性
が
何
ら
か
の
理
由
で
損
な
わ

れ
、
新
し
い
状
態
に
移
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
隙

宵
が
起
き
て
い
る
部
分
を
、
治
療
・
修
復
を
目
指
す
と
い
う
意
味
で
は
、
前
向

き
な
問
題
認
識
と
も
い
え
る
。

一
方
、
意
図
的
に
作
ら
れ
た
危
機
も
あ
り
え
る
。
あ
る
共
同
体
・
集
合
体
を

糾
合
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
た
、
当
面
の
大
き
な
問
題
か
ら
目
を
逸
ら
せ
る

た
め
に
、
あ
る
い
は
、
政
権
の
基
盤
の
強
化
の
た
め
に
危
機
が
作
ら
れ
て
き
た

こ
と
は
、
国
際
政
治
、
国
内
政
治
を
間
わ
ず
よ
く
見
ら
れ
た
光
景
で
あ
る
。
こ

う
し
た
危
機
の
時
代
に
は
、
時
に
神
話
的
と
も
い
え
る
大
き
な
物
語
が
発
動
す

る
。
宗
教
的
、
逍
徳
的
な
価
値
を
実
現
す
る
た
め
に
反
対
勢
力
を
駆
逐
し
よ
う

と
す
る
戦
い
、
た
と
え
ば
、
テ
ロ
を
撲
滅
し
「
自
山
」
と
「
民
主
主
義
」
の
実

現
・
維
持
と
い
う
〈
善
〉
を
実
現
し
、
〈
悪
〉
を
滅
ぽ
す
た
め
に
は
武
力
（
媒

カ
）
も
や
む
な
し
と
い
う
イ
ラ
ク
に
し
か
け
ら
れ
た
戦
争
は
、
多
分
に
〈
普
〉

と
〈
悪
〉
を
め
ぐ
る
説
話
論
的
な
物
語
に
拠
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
振
り
払
う
側

も
ェ
十
字
軍
ク
に
反
撃
す
る
と
い
う
歴
史
的
な
物
語
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
こ

で
取
り
上
げ
た
「
臥
薪
杵
胆
」
と
い
う
時
代
認
識
も
司
馬
遷
の
「
史
記
」
以
来

の
物
語
的
想
像
力
に
負
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

危
機
の
時
代
に
こ
そ
、
そ
う
し
た
社
会
に
遍
在
す
る
物
語
が
に
わ
か
に
浮
上

し
、
わ
れ
わ
れ
を
呪
縛
し
行
動
に
駆
り
立
て
る
。
そ
う
し
た
物
語
に
絡
め
取
ら
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れ
な
い
た
め
に
は
、
自
分
を
取
り
巻
く
物
語
を
批
判
的
に
受
け
止
め
る
能
力
が

必
要
と
な
る
。
自
分
の
目
で
見
て
考
え
る
思
考
力
と
想
像
力
を
鍛
え
あ
げ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
文
学
的
構
想
力
の
存
在
意
義
が
あ
る
。

む
ろ
ん
、
文
学
に
よ
っ
て
危
機
が
回
避
さ
れ
た
り
、
危
機
が
乗
り
越
え
ら
れ

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
簡
単
に
は
あ
り
え
な
い
。
過
剰
な
期
待
や
幻
想
を
抱

く
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
た
、
文
学
作
品
の
成
り
立
ち
か
ら
い
っ
て
も
、
出
来

事
の
後
で
事
後
的
に
創
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ

り
、
即
現
実
を
反
映
す
る
も
の
で
も
な
い
。

し
か
し
、
な
し
崩
し
的
に
国
民
的
理
念
が
解
釈
変
更
さ
れ
突
き
崩
さ
れ
て
い

く
こ
の
時
代
に
「
不
如
帰
」
を
読
み
返
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
繰
り
返
さ
れ

る
「
危
機
」
の
―
つ
の
相
貌
が
浮
か
ぴ
上
が
っ
て
く
る
。
「
危
機
」
は
わ
れ
わ

れ
の
想
像
力
と
と
も
に
あ
る
。
過
去
に
書
か
れ
た
遺
産
の
な
か
に
こ
そ
、
現
代

を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
一
有
山
輝
夫
「
明
治
期
に
お
け
る
「
國
民
新
聞
」
と
徳
富
蘇
峰
」
（
日

本
図
害
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
八
年
三
月
）

付
記
「
不
如
婦
」
の
引
用
は
明
治
三
十
三
(
-
九

0
0
)
年
一
月
に
民
友

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
単
行
本
に
よ
る
。
な
お
、
本
論
は
、
共
立
女
子
大
の

公
開
講
座
「
危
機
の
時
代
に
文
学
を
問
い
直
す
」
（
於
共
立
女
子
大
学
八

王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二

0
―
二
年
一

0
月
二
七
日
）
で
発
表
し
た
内
容
を

元
に
し
て
い
る
。
論
の
展
開
の
上
で
拙
稿
「
解
説
」
（
「
不
如
婦
」
岩
波
文

庫
、
二

0
ー
ニ
年
七
月
）
に
重
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お

＜
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